
「
日
本
国
中
何
所
を
見

渡
し
た
つ
で
、
輝
い
て

る
断
面
は
一
寸
四
方
も

無
い
ぢ
ゃ
な
い
か
。
悉
く
暗
黒
だ
。」 

と
語
っ
た
の
は
『
そ
れ
か
ら
』（
明

42
）
主
人
公
代
助
だ
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
漱
石
の
眼
に
映
っ

た
日
露
戦
争
の
時
代
認
識
だ
っ
た

わ
け
だ
が
、
こ
こ
だ
け
を
切
り
取

っ
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
現
在
の
私

た
ち
の
時
代
観
に
通
じ
る
一
面
を

有
っ
て
い
よ
う
▼
今
、
私
た
ち
の

社
会
は
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
繁

栄
の
臨
界
点
に
近
づ
い
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
代
助
が
さ

ら
語
っ
た
「
自
分
の
事
と
、
自
分

の
今
日
の
、
只
今
の
事
よ
り
外
に
、

何
も
考
へ
て
や
し
な
い
」
人
事
が

横
行
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

▼
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
閉

塞
感
に
埋
も
れ
て
い
て
は
な
ら
な

い
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
を
越
え
て
、

希
望
あ
る
明
日
を
掴
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
だ
▼
今
春
ま
た
、

二
四
〇
名
ほ
ど
の
卒
業
生
が
巣
立

っ
て
い
っ
た
。
確
か
な
目
標
を
胸

に
し
て
。
そ
ん
な
彼
ら
と
、
後
に

続
く
あ
な
た
た
ち
に
啄
木
の
次
の

言
葉
を
贈
ろ
う
。「
一
切
の
空
想

を
峻
拒
し
て
、
其
処
に
残
る
唯
一

の
真
実
―
―
「
必
要
」！
こ
れ
実

に
我
々
が
未
来
に
向
っ
て
求
む
べ

き
一
切
で
あ
る
。」（
「
時
代
閉
塞

の
現
状
」
明
43
）
▼
大
切
な
の
は

目
標
を
有
つ
こ
と
だ
。 

活
躍
す
る 

　
　
　
　
卒
業
生 

活
躍
す
る 

　
　
　
　
卒
業
生 

　
三
月
三
日
、
午
前
十
時
。
本
校

体
育
館
に
学
園
讃
歌
が
流
れ
、
幕

が
開
き
、
一
組
の
生
徒
を
先
頭
に

卒
業
生
の
入
場
が
始
ま
っ
た
。 

　
八
組
が
入
場
し
、
卒
業
生
全
員

が
揃
い
、
例
年
に
は
な
い
光
景
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。 

　
そ
れ
は
、
紺
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

羽
織
っ
た
男
子
生
徒
が
数
多
く
見

ら
れ
た
事
だ
。
こ
の
学
年
は
、
普

通
コ
ー
ス
の
共
学
が
ス
タ
ー
ト
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
新
し
い
風
を

吹
き
こ
ん
で
い
っ
た
。 

　
卒
業
証
書
は
、
三
年
一
組
か
ら

一
人
一
人
名
前
が
呼
び
上
げ
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
込
め
た
返
事

が
聞
こ
え
る
中
、
ク
ラ
ス
の
代
表

が
壇
上
に
上
が
り
校
長
か
ら
手
渡

さ
れ
た
。
次
い
で
、
山
村
学
園
理

事
長
賞
を
は
じ
め
、
各
賞
が
各
個

人
に
渡
さ
れ
た
。 

　
そ
の
後
、
学
校
長
式
辞
、
理
事

長
か
ら
贈
る
言
葉
、
後
援
会
会
長
、

む
ら
さ
き
会
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
温
か
い
祝
辞
を
戴
い
た
。 

　
在
校
生
代
表
の
送
る
言
葉
を
生

徒
会
長
の
永
倉
友
樹
（
二
年
　
葦

原
中
）
く
ん
が
述
べ
、
卒
業
生
代

表
感
謝
の
言
葉
を
中
島
浩
希
（
三

年
　
松
山
中
）
く
ん
が
途
中
涙
で

声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
、

尊
敬
す
る
両
親
、
三
年
間
を
過
ご

し
た
仲
間
達
に
感
謝
の
思
い
を
述

べ
た
。
読
み
終
え
た
後
、
卒
業
式

で
は
異
例
の
拍
手
が
起
こ
り
、
涙

を
す
す
る
音
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち

で
聞
こ
え
た
。 

　
最
後
に
仰
げ
ば
尊
し
と
校
歌
を

歌
い
幕
が
お
り
た
。
卒
業
生
の
退

場
で
は
、
各
ク
ラ
ス
が
本
校
恒
例

の
呼
び
か
け
を
行
い
、
担
任
と
一

言
挨
拶
を
か
わ
し
な
が
ら
教
室
に

戻
っ
て
い
っ
た
。 

　
各
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。 

山
村
学
園
理
事
長
賞 

　
安
田
　
瞳
（
大
東
中
） 

学
校
長
賞 

　
石
川
　
麻
沙
代
（
金
子
中
） 

後
援
会
会
長
賞 

　
渡
邉
　
茜
（
東
松
山
東
中
） 

国
際
文
化
賞 

　
齊
藤
　
開
（
川
越
第
一
中
） 

山
村
要
二
記
念
賞 

　
長
谷
川
　
純
（
山
王
中
） 

山
村
ふ
み
よ
記
念
賞 

　
田
中
　
千
絵
（
欅
台
中
） 

日
本
私
立
中
高
連
協
会
長
賞 

　
金
井
　
友
加
里
（
志
木
中
） 

埼
玉
県
私
立
中
高
協
会
長
賞 

　
田
口
　
佳
慶
（
毛
呂
山
中
） 

産
業
教
育
振
興
中
央
会
会
長
賞 

　
安
藤
　
成
美
（
小
川
東
中
） 

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
会
長
賞 

　
新
井
　
美
菜
（
神
川
中
） 

体
育
協
会
会
長
賞 

　
横
山
　
ち
さ
と
（
東
松
山
東
中
） 

　
大
崎
　
啓
介
（
浅
羽
野
中
） 

三
ヵ
年
皆
勤
賞（
三
十
六
名
）代
表 

　
吉
田
　
加
奈
（
霞
ヶ
関
西
中
） 

山
村
学
園
創
立
者
賞 

　
西
山
様
　
野
本
様
　
細
田
様 
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第
14
回 

卒
業
作
品
展 



　
卒
業
式
を
目
の
前
に
し
た
３
年

生
は
希
望
に
満
ち
た
輝
き
が
あ
っ

た
。
後
輩
か
ら
の
拍
手
で
体
育
館

に
入
場
し
た
姿
は
、
さ
す
が
３
年

生
の
貫
禄
が
あ
っ
た
。 

　
生
徒
会
長
か
ら
は
「
こ
こ
ろ
に

残
る
思
い
出
を
・
・
・
」
の
願
い

を
込
め
て
準
備
を
進
め
て
来
た
と

挨
拶
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
番
、

ダ
ン
ス
部
か
ら
始
ま
っ
た
。
見
て

い
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
踊

り
で
、
椅
子
に
座
っ
て
い
て
も
、

体
が
自
然
に
動
い
て
し
ま
う
よ
う

な
軽
快
さ
が
良
か
っ
た
。
ま
た
、

全
校
生
徒
と
一
緒
に
踊
れ
る
ダ
ン

ス
も
あ
り
、
人
を
惹
き
付
け
る
ダ

ン
ス
部
の
発
表
で
あ
っ
た
。 

　
次
は
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
で

あ
っ
た
。
全
国
大
会
発
表
演
技
の

披
露
は
「
さ
す
が
」
迫
力
あ
る
演

技
で
あ
り
な
が
ら
も
、
磨
き
上
げ

ら
れ
た
洗
練
さ
れ
た
の
も
で
あ
っ

た
。
３
年
生
だ
け
の
演
技
は
見
応

え
が
あ
り
、
衣
装
も
す
ば
ら
し
か

っ
た
。 

　
休
憩
後
、
軽
音
楽
部
の
発
表
は

２
年
生
の
女
子
バ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
会
場
の
熱

気
が
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、
２
年

生
女
子
バ
ン
ド
、
１

年
生
男
子
バ
ン
ド
と

会
場
が
次
第
に
歓
声

が
高
ま
り
、
心
に
焼

き
付
く
歌
が
送
ら
れ

た
。 

　
映
画
研
究
部
の「
遠

い
風
景
」
シ
リ
ー
ズ

も
今
年
で
10
年
目
と

な
っ
た
。
出
演
者
は

個
性
派
、
演
技
派
の

山
国
な
ら
で
は
の
先

生
方
で
あ
る
。
内
容

は
毎
年
違
う
が
、
本

校
な
ら
で
は
の
お
も

し
ろ
さ
や
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
だ
っ
た
。
先

生
方
が
３
年
生
へ
の

思
い
を
込
め
て
、
時

間
を
ぬ
っ
て
放
課
後

に
撮
影
し
、
中
西
監

督
（
中
西
聖
一
教
諭
）は
原
稿
制

作
か
ら
撮
影
・
編
集
と
一
人
で
行

っ
た
。
ま
た
、
生
徒
達
の
制
作
映

画
も
、
会
場
を
和
ま
せ
て
く
れ
、

本
校
特
有
の
楽
し
い
送
別
会
へ
と

な
っ
た
。 

　
放
送
部
か
ら
は
、
３
年
生
の
入

学
式
か
ら
、
新
入
生
研
修
・
体
育

祭
・
文
化
祭
・
修
学
旅
行
な
ど
行

事
を
中
心
に
カ
メ
ラ
が
迫
っ
た
映

像
を
感
慨
深
く
思
い
な
が
ら
も
、

懐
か
し
さ
を
込
め
た
笑
い
が
生
ま

れ
た
。
長
い
と
思
っ
た
３
年
間
が

こ
ん
な
に
も
短
く
感
じ
た
時
は
無

か
っ
た
事
だ
ろ
う
。 

　
最
後
に
教
師
と
生
徒
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
バ
ン
ド
を
３
年
生
へ
の
思
い

を
込
め
て
披
露
し
た
。
山
村
国
際

高
等
学
校
の
「
温
か
さ
」
が
凝
縮

し
た
時
だ
っ
た
。
３
年
生
の
先
生

方
が
全
員
揃
い
、
卒
業
生
が
こ
れ

か
ら
の
人
生
が
幸
多
い
こ
と
を
願

い
「
乾
杯
」
を
歌
い
幕
を
閉
じ
た
。 

　
こ
の
思
い
を
胸
に
し
ま
い
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
糧
に
な
っ
て
も

ら
え
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

　
そ
し
て
、
人
生
の
糧
に
な
っ
て 

も
ら
え
れ
ば
な
に
よ
り
で
あ
る
。 

送
別
会
　
二
月
二
〇
日
 

心
に
残
る
思
い
出
を
 

心
に
残
る
思
い
出
を
 

芸術鑑賞会　12月22日 

ギターは 

弾かなきゃ音が
出ない ！ ギターは 

弾かなきゃ音が
出ない ！ 

校
内
弁
論
・
ス
ピ
コ
ン
結
果 

校
内
弁
論
・
ス
ピ
コ
ン
結
果 

11
月
28
日 
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11
月
28
日
、
校
内
弁
論
大
会
、

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
本
校
体

育
会
で
実
施
さ
れ
、
14
名
の
発
表

者
が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。 

　
弁
論
で
は
「
人
の
心
」
に
つ
い

て
の
作
品
内
容
が
多
か
っ
た
。
様
々

な
場
面
で
の
心
の
成
長
を
独
自
の

視
点
で
捉
え
て
い
た
。 

　
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

出
場
者
４
名
と
い
う
少
数
で
は
あ

っ
た
が
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
語
学
力

と
主
張
が
披
露
さ
れ
た
。 

結
果
は
次
の
通
り
。 

若

紫

賞 

　
　
　
　
武
川
　
真
蔵
（
２
年
） 

夕

顔

賞 

　
　
　
　
眞
木
　
香
苗
（
３
年
） 

後
援
会
長
賞 

　
　
　
　
松
本
　
美
穂
（
１
年
） 

国
語
科
奨
励
賞 

　
　
　
　
目
黒
　
祐
太
（
２
年
） 

S
hining

 S
tar P

rize 

　
　
　
　
山
崎
　
　
薫
（
３
年
） 

E
ternal flam

e p
rize 

　
　
　
　
小
川
は
る
菜
（
１
年
） 

　
12
月
22
日
本
校
体
育
館
で

寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー
ジ
ー

ン
ズ
の
『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
コ

ン
サ
ー
ト
』
が
実
施
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
エ
レ
キ

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
や
君

と
い
つ
ま
で
も
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
花
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
メ

ド
レ
ー
に
生
徒
も

大
喜
び
の
様
子
で

あ
っ
た
。
ま
た
、

曲
の
合
間
の
寺
内

さ
ん
の
ト
ー
ク
は

高
校
生
に
生
き
る

気
力
を
伝
え
よ
う

と
、
自
ら
の
熱
い

思
い
を
語
り
続
け
、

生
徒
た
ち
は
真
剣

な
眼
差
し
で
聞
い

て
い
た
。
こ
れ
ま

で
に
全
国
１
４
３

３
校
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
て
い
く
と

言
う
。 

　
何
事
に
も
一
生

懸
命
努
力
し
、
自
分
の
信
じ

た
道
を
つ
き
進
む
、
そ
ん
な

寺
内
さ
ん
の
生
き
方
に
、
何

か
を
感
じ
取
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

昨
年
の
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
も
感
動
し
た
が
、
今

年
も
本
校
で
の
ナ
マ
の
ラ
イ

ブ
は
、
い
つ
ま
で
も
生
徒
た

ち
の
心
に
残
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

芸術鑑賞会　12月22日 芸術鑑賞会　12月22日 

ギターは 

弾かなきゃ音が
出ない ！ ギターは 

弾かなきゃ音が
出ない ！ ギターは 

弾かなきゃ音が
出ない ！ 

校
内
弁
論

校
内
弁
論
・
ス
ピ
コ
ン
結
果
結
果 

校
内
弁
論

校
内
弁
論
・
ス
ピ
コ
ン
結
果
結
果 

校
内
弁
論
・
ス
ピ
コ
ン
結
果 

11
月
28
日 

11
月
28
日 
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第
36
回
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全

国
大
会
―
―
昨
年
は
「
銀
賞
」
に

甘
ん
じ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練
習

に
励
み
、
見
事
「
金
賞
」
に
返
り

咲
い
た
。
全
国
大
会
は
今
年
１
月

23
日
（
土
）、
千
葉
県
の
幕
張
メ

ッ
セ
を
会
場
に
行
な
わ
れ
た
。
部

長
の
川
野
な
つ
み
さ
ん
は
１
年
生

か
ら
選
手
と
し
て
の
出
場
経
験
を

も
つ
。
高
校
生
最
後
の
大
会
と
な

る
今
大
会
へ
賭
け
る
気
持
ち
は「
金

賞
」
へ
向
け
て
の
練
習
の
厳
し
さ

に
お
い
て
も
う
か
が
わ
れ
た
。
今

年
の
チ
ー
ム
は
３
年
生
６
名
、
２

年
生
２
名
、
１
年
生
５
名
の
合
計

13
名
。
１
年
生
は
全
員
が
経
験
者

で
あ
り
、
高
い
ト
ワ
リ
ン
グ
技
術

を
持
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
「
Ｌ

…
…
〜
自
由
へ
〜
」
完
成
度
の
高

い
競
技
に
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
７

度
目
の
金
賞
に
輝
い
た
。 

 
　
ま
た
11
月
に
は
県
大
会
に
て
総

合
優
勝
し
、
７
月
に
三
重
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

へ
の
出
場
も
決
め
た
。 

 

　
２
月
14
、
15
日
の
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
結
果
は
次
の
通
り
。 

２
バ
ト
ン
　
　
５
位
柳
沼
　
里
佳 

　
同
　
　
　
６
位
佐
藤
さ
つ
き 

ダ
ン
ス
ト
ツ
ー
ル
６
位
山
本
　
蓉
加 

ソ
ロ
ト
ツ
ー
ル
12
位
柳
沼
　
里
佳 

　
　
　
　
　
　
15
位
新
井
つ
ぐ
み 

         

　
11
月
22
日
、
高
校
剣
道
新
人
大

会
に
お
い
て
女
子
が
初
の
ベ
ス
ト

８
入
り
し
た
。
先
の
西
部
地
区
大

会
で
３
位
に
な
っ
た
た
め
県
大
会

の
１
回
戦
は
シ
ー
ド
と
な
り
、
２

回
戦
か
ら
登
場
し
た
。
１
年
生
か

ら
選
手
の
主
将
小
林
真
奈
美
さ
ん

が
今
大
会
で
は
初
の
大
将
を
務
め
、

理
想
的
な
オ
ー
ダ
ー
で
臨
む
こ
と

が
で
き
た
。
４
回
戦
で
は
そ
の
小

林
さ
ん
が
劇
的
な
面
で
二
本
勝
ち

し
、
初
の
準
々
決
勝
に
駒
を
進
め

た
。
準
々
決
勝
の
相
手
は
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
の
秩
父
農
工
高
。
先

鋒
と
次
鋒
が
負
け
て
後
の
な
い
中

堅
戦
、
１
年
生
の
山
下
真
絵
さ
ん

が
上
段
の
選
手
に
対
し
鮮
や
か
な

す
り
上
げ
面
で
勝
ち
、
後
に
望
み

を
つ
な
い
だ
。
し
か
し
実
力
の
差

を
み
せ
つ
け
ら
れ
、
副
将
、
大
将

が
負
け
て
敗
退
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
で
き

る
チ
ー
ム
で
あ
る
。 

　
新
人
戦
男
子
団
体
は
３
回
戦
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
本
庄
第
一

高
と
対
戦
、
１
対
１
の
ま
ま
迎
え

た
大
将
戦
で
一
本
負
け
を
喫
し
、

惜
し
く
も
敗
退
し
た
。 

     

バ
レ
ー
部
大
会
成
績 

〈
西
部
支
部
１
年
生
大
会
〉 

１
回
戦
　
対
坂
戸
西
　
２
対
１
勝 

２
回
戦
　
対
山
村
学
園
２
対
０
勝 

準
々
決
勝
対
狭
山
ヶ
丘
０
対
２
負 

◆
西
部
支
部
ベ
ス
ト
８
進
出 

　
１
回
戦
で
は
３
セ
ッ
ト
共
ジ
ュ

ー
ス
と
い
う
大
接
戦
を
勝
利
す
る

な
ど
、
今
後
に
期
待
で
き
る
内
容

で
あ
っ
た
。 

〈
西
部
支
部
秋
季
大
会
〉 

２
回
戦
　
対
川
越
西
２
対
０
勝 

３
回
戦
　
対
所
沢
中
央
０
対
２
負 

〈
新
人
大
会
西
部
支
部
予
選
〉 

２
回
戦
　
対
川
越
西
　
２
対
０
勝 

３
回
戦
　
対
狭
山
ヶ
丘
０
対
２
負 

      

　
平
成
20
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ

た
「
第
３
回
高
校
生
映
画
コ
ン
ク

ー
ル
・
映
画
甲
子
園
２
０
０
８
」

表
彰
式
に
お
い
て
、
本
校
映
画
研

究
部
が
制
作
・
出
品
し
た
作
品
『
カ

バ
デ
ィ
』
が
入
賞
し
た
。
ま
た
、

新
人
戦
県
大
会 

　
女
子
団
体 

　
　
初
の
ベ
ス
ト
８ 

剣
道 

バ
レ
ー 

西
部
支
部 

　
ベ
ス
ト
８ 

映
画
研
究 

映
画
コ
ン
ク
ー
ル 

　
入
賞 
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同
24
日
の
、
ポ
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル

主
催
「
第
１
回
青
少
年
非
行
防
止

自
作
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰

式
で
は
、
作
品
『
は
じ
め
て
の
一

歩
』
が
優
秀
賞
を
受
賞
、
２
日
連

続
の
表
彰
で
あ
っ
た
。 

     

第
三
十
七
回
私
学
文
化
祭
写
真
部
門 

さ
い
た
ま
芸
術
文
化
祭
埼
玉
県
実
行
委
員

会
会
長
賞
　
七
理
　
仁
美
（
高
階
中
） 

       

学
校
総
合
体
育
大
会
兼
高
校
総
体

西
部
地
区
予
選 

　
４
月
26
日
　
　
１
回
戦
　 

　
対
　
筑
波
大
坂
戸
９
―
０
　
勝 

　
５
月
３
日
　
　
２
回
戦
　 

　
対
　
所
　
　
沢
　
２
―
３
　
負 

第
87
回
全
国
高
校
選
手
権
埼
玉
大

会
１
次
予
選 

　
８
月
24
日
　
　
１
回
戦
　
　
　

　
対
　
三
郷
工
技
　
０
―
１
　
負 

西
部
地
区
秋
季
大
会 

　
９
月
21
日
　
　
１
回
戦
　
　
　

　
対
　
自
由
の
森
　
２
―
１
　
勝 

　
９
月
23
日
　
　
２
回
戦
　
　
　

　
対
　
志
　
　
木
　
０
―
１
　
負 

　
９
月
27
日
　
　
３
位
決
定
戦
　

　
対
　
和
光
国
際
　
２
―
０
　
勝 

西
部
地
区
新
人
戦
１
次
予
選 

　
11
月
15
日
　
　
対
　
豊
　
岡
　

２
―
１
　
勝 

　
11
月
22
日
　
　
対
　
和
　
光
　

７
―
１
　
勝 

　
11
月
23
日
　
　
対
　
飯
能
南
　

２
―
４
　
負
　
　
予
選
２
位
通
過 

西
部
地
区
新
人
戦
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

　
12
月
20
日
　
　
対
　
狭
山
清
陵

５
―
１
　
勝 

　
12
月
21
日
　
　
対
　
西 

武 

台

０
―
６
　
負
西
部
地
区
ベ
ス
ト
16 

Ｕ
―
16
リ
ー
グ
戦
（
前
期
） 

　
対
　
立
教
新
座
　
１
―
０
　
勝 

　
対
　
所
沢
北
　
１
―
０
　
勝 

　
対
　
坂
戸
西
　
４
―
０
　
勝 

　
対
　
西
武
文
理
　
０
―
５
　
負 

　
　
　
　
３
勝
１
敗 

Ｕ
―
16
リ
ー
グ
戦
（
後
期
） 

　
対
　
埼
玉
平
成
　
０
―
２
　
負 

　
対
　
川
越
東
　
２
―
０
　
勝 

　
対
　
坂
　
　
戸
　
３
―
０
　
勝 

　
　
　
　
２
勝
１
敗 

Ｕ
―
17
リ
ー
グ
戦 

　
対
　
西
武
文
理
　
２
―
５
　
負 

　
対
　
城
西
川
越
　
４
―
０
　
勝 

　
対
　
所
　
　
沢
　
２
―
３
　
負 

　
対
　
大
　
　
井
　
１
―
２
　
負 

　
対
　
川
越
西
　
２
―
０
　
勝 

　
　
　
　
２
勝
３
敗 

  

     

第
四
十
七
回
埼
玉
県
硬
筆
中
央
展
覧
会 

　
特
選
賞
　
水
嶋
真
代
（
宗
岡
中
） 

　
優
良
賞
　
鹿
山
祐
樹
（
川
島
中
）・

坂
脇
由
真
（
福
原
中
）・
志
村
梨
絵

（
福
原
中
）・
福
島
静
江
（
東
松
山
東
中
）・

内
田
有
香
（
福
岡
中
） 

埼
玉
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
０
８ 

第
十
三
回
埼
玉
県
書
道
芸
術
展 

埼
玉
新
聞
社
賞
　
水
嶋
真
代
（
宗
岡
中
） 

推

薦

賞
　
小
川
沙
也
香（
野
田
中
） 

　
　
　
　
　
福
島
静
江（
東
松
山
東
中
） 

特

選

賞
　
坂
脇
由
真
（
福
原
中
） 

　
　
　
　
　
志
村
梨
絵
（
福
原
中
） 

準
特
選
賞
　
林
　
愛
喜
（
砂
中
） 

第
三
十
七
回
私
学
文
化
祭
作
品
展
　
書
道
部
門 

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
事

務
局
長
賞
　

小
川
沙
也
香（
野
田
中
） 

第
六
十
一
回
埼
玉
県
書
き
初
め
中

央
展
覧
会 

特

選

賞
　
水
嶋
真
代
（
宗
岡
中
） 

　
　
　
　
　
福
島
静
江（
東
松
山
東
中
） 

優

良

賞
　
林
　
愛
喜
（
砂
中
） 

　
　
　
　
　
坂
脇
由
真
（
福
原
中
） 

　
　
　
　
　
志
村
梨
絵
（
福
原
中
） 

      

     

ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
・
リ
チ
ャ
ー
ド

ソ
ン
賞
　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

ア
メ
リ
カ
東
日
本
リ
ジ
ョ
ン
賞 

　
２
位
　
小
澤
　
里
沙
（
吉
見
中
） 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
埼
玉
　
２

０
０
８
　
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
・
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
賞 

　
１
位
　
中
村
　
理
沙（
熊
谷
富
士
見
中
） 

　
３
位
　
佐
藤
友
希
乃（
小
川
西
中
） 

　
３
位
　
稲
村
　
香
織（
東
松
山
南
中
） 

     

第
15
回
下
倉
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス

ト
（
２
月
14
日
） 

　
　
銀
賞
　C

l

　
　
田
口
　
瑞
姫 

　
　
銅
賞
　B

.C
l

　
半
井
　
桃
香 

第
32
回
埼
玉
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト 

　
　
　
打
楽
器
三
重
奏
出
場 

西
部
地
区
高
校
音
楽
祭
出
場 

      

　
12
月
24
日
、
吹
奏
楽
団
・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
・
福
祉
部
は
、

埼
玉
県
立
嵐
山
郷
を
訪
問
し
、
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
こ
な

っ
た
。
ま
た
今
回
、
間
接
的
に
調

理
部
が
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

作
り
に
参
加
し
て
く
れ
た
。 

　
本
年
度
で
20
回
目
と
な
る
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
対
し
、
嵐
山
郷
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ひ
と

口
に
20
回
目
と
い
っ
て
も
20
年
間

継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
本
校

の
伝
統
的
な
活
動
に
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生
が
こ

の
活
動
に
参
加
し
て
様
々
な
こ
と

を
感
じ
、
そ
し
て
将
来
に
役
立
て

て
く
れ
て
い
る
。 

　
今
年
度
参
加
し
て
く
れ
た
各
部

活
動
の
部
員
た
ち
も
本
当
の
意
味

の
福
祉
活
動
を
実
感
し
て
く
れ
て

い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
吹
奏

楽
団
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
、

福
祉
部
の
部
員
諸
君
に
感
謝
し
た

い
。 

 

写
真 

会
長
賞
受
賞 

書
道 

展
覧
会
で
高
評
価 

福
祉 

第
一
位
に
輝
く 吹

奏
楽 

銀
賞
を
受
賞 

サ
ッ
カ
ー 

平
成
20
年
度 

サ
ッ
カ
ー
部
活
動
報
告 

小川沙也香 

第
三
十
七
回
私
学
文
化
祭
 

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
事
務
局
長
賞
 

感
謝
状 

　
三
部
活
に 
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今
年
度
の
卒
業
生
が
入
学
し
た

３
年
前
に
、
大
学
合
格
に
重
点
を

置
い
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
が
、

そ
の
成
果
が
確
実
に
出
て
き
て
い

る
。
現
時
点
で
は
、
国
公
立
大
学

一
般
受
験
の
発
表
日
前
と
い
う
こ

と
と
、
私
大
の
結
果
が
出
そ
ろ
っ

て
い
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
結

果
は
未
定
で
は
あ
る
が
、
国
公
立

大
学
は
、
埼
玉
大
学
及
び
防
衛
大

学
校
の
合
格
者
が
出
て
い
る
。
私

立
大
学
に
お
い
て
は
、
早
稲
田
大

学
・
明
治
大
学
・
青
山
学
院
大
学
・

立
教
大
学
・
法
政
大
学
・
津
田
塾

大
学
な
ど
難
関
上
位
校
に
多
数
合

格
し
て
い
る
。
ま
た
、
進
路
指
導

部
が
掲
げ
て
い
る
『
偏
差
値
55
以

上
の
学
力
』
に
見
合
っ
た
上
位
校

に
も
過
去
最
多
の
合
格
者
が
出
て

い
る
。
今
年
こ
の
よ
う
な
躍
進
を

遂
げ
た
理
由
の
一
つ
に
、
理
系
の

生
徒
の
活
躍
が
あ
げ
ら
れ
る
。
青

山
学
院
大
学
・
芝
浦
工
業
大
学
・

成
蹊
大
学
・
東
京
理
科
大
学
・
法

政
大
学
・
日
本
大
学
・
埼
玉
医
科

大
学
な
ど
で
複
数
名
が
合
格
し
た
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
特
進
ク
ラ

ス
以
外
の
生
徒
の
頑
張
り
で
あ
る
。

大
東
文
化
大
学
８
名
・
東
京
電
機

大
学
６
名
・
東
洋
大
学
６
名
・
東

京
家
政
大
学
３
名
・
埼
玉
医
科
大

学
（
看
護
）
２
名
を
始
め
、
立
教

大
学
・
東
京
理
科
大
学
・
女
子
栄

養
大
学
実
践
栄
養
学
科
（
管
理
栄

養
士
養
成
）
・
東
都
医
療
大
学
（
看

護
）
・
西
武
文
理
大
学
（
看
護
）

な
ど
に
合
格
し
て
い
る
。 

　
今
年
度
入
試
方
法
と
し
て
は
、

指
定
校
推
薦
57
名
・
公
募
推
薦
12

名
・
Ａ
Ｏ
入
試
11
名
で
、
そ
の
他

は
一
般
入
試
に
挑
戦
し
て
い
る
。 

     
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
山
村
学

園
短
期
大
学
へ
の
合
格
者
が
、
保

育
学
科
13
名
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
９
名
、
合
わ
せ
て
22
名

と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
山
村

学
園
短
大
の
魅
力
は
、
就
職
率
の

高
い
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
検
定
料

と
入
学
金
の
免
除
と
い
う
経
済
的

な
特
典
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
で
は
高
校
で
の
成
績
に
よ
っ

て
授
業
料
も
免
除
に
な
る
）
と
い

う
こ
と
が
大
き
い
。
他
短
大
で
は
、

食
物
栄
養
系
へ
７
名
・
保
育
幼
児

教
育
系
へ
４
名
・
医
療
看
護
系
へ

３
名
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

　
短
大
の
受
験
方
法
は
、
圧
倒
的

に
指
定
校
推
薦
が
多
く
、
38
名
が

こ
の
方
法
で
合
格
し
て
い
る
。
次

に
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
Ａ
Ｏ

入
試
で
10
名
と
な
っ
た
。 

　
以
上
の
数
字
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
短
大
進
学
者
は
進
学
先
で

就
職
に
役
立
つ
資
格
が
取
得
で
き

る
学
校
や
就
職
率
の
良
い
学
校
を

選
ん
で
い
る
。
単
に
教
養
の
た
め

と
か
、
就
職
に
は
早
い
の
で
、
と

い
う
安
易
な
進
学
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
が
本
校
の
短
大
進
学
の

現
状
で
あ
る
。 

　
平
成
20
年
度
卒
業
生
の
進
路
状

況
は
、
３
月
６
日
現
在
で
、
大
学

126
・
短
大
55
・
専
門
学
校
57
・
就

職
４
・
留
学
１
と
い
う
合
格
数
と

な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
合
格
先
や

各
校
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
放
送

室
前
の
廊
下
掲
示
板
を
見
て
欲
し
い
。 

進
路
状
況 

大
　
学 

短
期
大
学 

埼
玉
（
2
）・
防
衛
・
電
通
・
山
口
・
前
橋
工
科 

  

早
稲
田
・
明
治
・
青
山
学
院
・
立
教
・
法
政
（
６
）・
津
田
塾
（
３
） 

東
京
理
科
・
成
蹊
・
芝
浦
工
（
２
）・
日
本
（
４
）・
東
洋
（
８
） 

東
京
電
機
（
10
）・
専
修
　
な
ど
多
数 

国
公
立
大
学 

私
立
大
学 

進
学
実
績
、

進
学
実
績
、大
き
く
躍
進
！

大
き
く
躍
進
！
  

進
学
実
績
、大
き
く
躍
進
！
 

大
学
合
格
に
重
点
を
置
い
た
シ
ス
テ
ム
に
成
果
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専
門
学
校
へ
の
進
学
者
数
は
、

こ
こ
数
年
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら

れ
な
い
。
進
学
者
数
の
多
い
分
野

と
し
て
は
、
美
容
系
16
名
・
看
護

医
療
系
11
名
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
系
８
名
と
人
気
が
集
中
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
は
機
械
・

自
動
車
関
係
や
動
物
関
係
へ
の
進

学
者
も
増
加
し
た
。 

　
専
門
学
校
の
受
験
方
法
は
、
指

定
校
推
薦
が
11
名
・
公
募
制
推
薦

が
20
名
・
Ａ
Ｏ
入
試
が
18
名
・
自

己
推
薦
３
名
と
な
っ
て
お
り
、
自

分
の
力
を
前
面
に
出
し
て
フ
ル
活

用
し
、
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ

も
専
門
学
校
は
、
資
格
の
取
得
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
進
学

す
る
わ
け
だ
が
、
近
年
の
特
徴
と

し
て
は
、
看
護
医
療
系
へ
の
進
学

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
、

美
容
系
で
は
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
系
が
人
気
と
い
え
る
よ
う
だ
。 

     

　
短
大
・
専
門
学
校
希
望
者
は
、

早
い
時
期
か
ら
志
望
分
野
を
決
め

て
、
学
校
見
学
や
説
明
会
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
説

明
会
へ
の
参
加
も
複
数
校
を
複
数

回
と
い
う
生
徒
が
多
く
、
将
来
を

見
据
え
た
進
路
選
択
が
出
来
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
短
大
や
専
門
学

校
進
学
者
の
中
に
は
、
好
成
績
の

生
徒
も
多
数
お
り
、
指
導
部
と
し

て
は
、『
大
学
を
受
験
し
て
く
れ

れ
ば
・
・
・
』
と
思
っ
た
。 

　
大
学
進
学
者
に
つ
い
て
は
、
二

極
化
が
顕
著
に
な
っ
た
年
で
、
Ａ

Ｏ
や
推
薦
で
の
受
験
を
考
え
て
学

校
を
絞
っ
た
生
徒
と
、
一
般
受
験

で
最
後
ま
で
粘
っ
て
よ
り
レ
ベ
ル

の
高
い
学
校
を
狙
っ
た
生
徒
に
分

か
れ
た
。
前
者
の
中
に
は
、
高
校

で
の
評
定
値
を
あ
げ
て
、
よ
り
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
学
校
に
挑
戦
し
た
生

徒
が
い
る
一
方
、
現
状
で
合
格
す

る
学
校
を
志
望
校
に
す
る
と
い
う
、

一
部
で
は
あ
る
が
そ
ん
な
生
徒
も

見
ら
れ
た
こ
と
が
残
念
だ
っ
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
最
後
ま
で
本

当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
好
結
果
が
期
待
で

き
そ
う
で
あ
る
。 

　
「
も
っ
と
早
く
か
ら
始
め
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
。」
こ
の
言
葉
が
、

今
年
も
聞
か
れ
た
。
一
般
受
験
で

納
得
の
行
く
結
果
を
残
す
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
１
年
以
上
前
か

ら
の
受
験
勉
強
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

２
年
生
に
は
、
す
で
に
セ
ン
タ
ー

試
験
ま
で
約
10
ヶ
月
と
な
っ
て
い

る
。 

     

　
近
年
、
就
職
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
産
業
・
経
済
の
構
造
的
変
化

や
雇
用
の
多
様
性
、
ま
た
昨
年
の

米
国
金
融
危
機
の
あ
お
り
を
受
け
、

将
来
へ
の
不
透
明
さ
が
増
す
と
共

に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の

様
な
中
、
本
校
の
就
職
活
動
は
、

『
第
一
希
望
の
企
業
に
内
定
す
る
』

と
い
う
目
標
の
も
と
に
、
３
学
年

か
ら
は
、
放
課
後
の
学
習
会
を
か

さ
ね
就
職
に
備
え
て
き
た
。
夏
休

み
中
に
は
職
場
見
学
を
行
い
、
９

月
以
降
の
選
考
会
に
臨
ん
で
い
る
。

そ
の
結
果
、
販
売
１
名
、
サ
ー
ビ

ス
３
名
、
計
４
名
の
就
職
が
内
定

し
た
。
２
月
末
現
在
、
全
国
で
は

263
名
の
内
定
取
り
消
し
が
生
じ
て

い
る
が
、
本
校
で
は
幸
い
に
も
該

当
者
は
い
な
い
。 

　
な
お
今
年
の
求
人
総
数
は
、
事

務
15
件
、
販
売
38
件
、
サ
ー
ビ
ス

176
件
、
製
造
68
件
、
運
輸
11
件
、

総
計
308
件
で
あ
っ
た
。
昨
年
か
ら

比
較
す
る
と
減
少
傾
向
で
あ
り
、

新
年
度
は
さ
ら
に
厳
し
さ
が
増
す

と
思
わ
れ
る
。
就
職
に
あ
た
っ
て

は
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。 

進路状況グラフ 

大学 
126名 
51.9％ 

短大 
55名 
22.6％ 

専門学校 
57名 
23.5％ 

就職 
4名 
1.6％ 

留学 
1名 
0.4％ 

3月 6日現在 

今
年
度
の 

進
学
全
般 

就
　
職 

専
門
学
校 

進
学
実
績
、大
き
く
躍
進
！
 



　
こ
の
度
は
お
陰
様
で
、
織
田
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
主
催
のFD

C

に
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
と
佳
作
賞
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
私
は
自
然
の
美
し
さ
に
最
も
魅
力
を
感
じ
、
地
球
の
恵
み
を
作
品
と

し
て
表
現
し
た
い
と
考
え
、
前
回
は
「
珊
瑚
礁
」
で
し
た
の
で
、
今
回

は
「
潮
風
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
ま
し
た
。 

　
旅
行
先
で
見
た
い
つ
ま
で
も
心
に
舞
う
水
し
ぶ
き
…
…
そ
こ
に
ふ
く

潮
風
を
表
現
し
ま
し
た
。 

　
潮
の
香
り
が
今
に
も
漂
っ
て
き
そ
う
な
微
妙
な
色
合
に
布
を
染
め
、

迫
力
を
増
し
て
迫
っ
て
く
る
波
に
よ
っ
て
煌
め
く
水
し
ぶ
き
を
ス
ワ
ロ

フ
ス
キ
ー
と
ビ
ー
ズ
で
表
現
。 

　
美
し
き
幻
想
的
な
海
の
風
景
を
潮
風
と
い
う
テ
ー
マ
で
制
作
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宮
　
薫
（
17
年
卒
） 

活
躍
す
る

活
躍
す
る 

　
　
　
　
卒
業
生

　
　
　
　
卒
業
生 
活
躍
す
る

活
躍
す
る 
　
　
　
　
卒
業
生

　
　
　
　
卒
業
生 
活
躍
す
る 
　
　
　
　
卒
業
生 

　
今
回
で
第
14
回
を
迎
え
る
三
年

生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
に
よ
る
卒
業
作
品
展
が
、
二
月

十
八
日
・
十
九
日
と
校
内
で
行
な

わ
れ
た
。
作
品
一
つ
一
つ
に
こ
め

ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
努

力
の
成
果
で
あ
る
。
展
示
設
営
を

し
な
が
ら
も
、

思
い
出
し
完
成

し
た
時
の
達
成

感
を
再
び
感
じ

た
事
だ
ろ
う
。

ク
ラ
ス
団
結
を

モ
ッ
ト
ー
と
し

て
や
っ
て
き
た

生
徒
達
。
し
か

し
、
作
品
作
り

で
は
皆
ラ
イ
バ

ル
…
そ
ん
な
気

持
ち
が
個
性
豊

か
な
独
創
性
の

あ
る
作
品
に
結

び
つ
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
前

日
の
準
備
で
は
、

全
員
遅
く
ま
で

会
場
の
設
営
に

あ
た
っ
た
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ー
ス
に
と
っ
て
は
、
紫
藤
祭
で
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
共
に
大

事
な
行
事
で
あ
る
。
当
日
は
、
先

生
方
、
在
校
生
、
保
護
者
、
卒
業

生
等
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
。
心
の
こ
も
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
輝
い
た
生
徒

達
の
顔
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
で
学
ん
だ
事
を

誇
り
に
思
い
、
今
後
の
期
待
を
後

輩
に
託
し
た
。
熱
い
思
い
で
二
年

間
過
ご
し
た
生
徒
達
…
…
伝
統
あ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
発
展

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 
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第
14
回 

卒
業
作
品
展

卒
業
作
品
展 

第
14
回 

卒
業
作
品
展 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 


